
平成21年9月8日

中国電力株式会社

島根原子力発電所 宍道断層に関する地質調査の実施について

  当社は，「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う島根原子力発電所1，2号機の耐震安全性評価結果中間報告

において，平成18年9月に改訂された同指針に照らして十分な調査を行った結果，耐震設計上考慮する活断層としての宍道断層の長さ

は約22kmであると評価しており，この評価結果については，平成20年12月に原子力安全・保安院から妥当と確認されています。

（平成20年12月26日お知らせ済み[PDF:111KB] ）

  現在，この評価結果について，原子力安全委員会において検討がなされているところですが，このたび，原子力安全委員会のワーキ

ング・グループにおいて，「原子力安全・保安院の評価に問題があるからではなく，より多くの情報を得て確実な判断が可能になるよう

に」との趣旨で，念のために宍道断層に関する地質データを拡充するための調査が提案されました。 

  当社は，本提案を踏まえ，地質データを拡充して地域の皆さまにより一層安心していただくため，本年10月中旬から宍道断層の西端

付近および東端付近において，地質調査を実施することとしましたのでお知らせします。

 【地質調査計画の概要】

1．調査期間 平成21年10月中旬～平成22年1月上旬

2．調査概要

 （1）宍道断層の西端付近

・調査地点：松江市鹿島町佐陀本郷廻谷(まつえしかしまちょうさだほんごうさこや )（添付「地質調査位置図」参照）

・調査内容：ボーリング調査※1

 （2）宍道断層の東端付近

・調査地点：松江市美保関町森山(まつえしみほのせきちょうもりやま )（添付「地質調査位置図」参照）

・調査内容：ボーリング調査，反射法地震探査※2

※1 ボーリング調査： 地盤を構成する岩石などを棒状のコアとして連続的に採取し，これを観察して地質状況を調査する方法。

※2 反射法地震探査：地面を人工的に振動させて弾性波と呼ばれる波を発生させ，その反射波を捉えて，地下の地質構造を調査する方

法。

以上

 ＜添付資料＞

    地質調査位置図[PDF:414KB]

  関連リンク

・原子力発電（環境@エネルギー）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ：原子力安全委員会WG3第17回の参考資料 

第2号に記載された推定活断層の位置 

    ：変位地形・リニアメント※ 

地質調査位置図 

（佐陀本郷廻谷） 
（森山） 

島根原子力発電所 

耐震設計上考慮する活断層 

としての評価長さ(約22km) 

  ：都市圏活断層図「松江」 
(2008)の鹿島断層 

 
 

※変位地形・リニアメント 
断層運動に起因する可能性がある地表面の起伏，谷や
尾根の横ずれ地形等が連続して認められるもの。 

 

森 山 

廻 谷 

添付資料 


	本文
	添付資料

